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ニホンナシにおいて、ニセナシサビダニが原因と示唆される葉の退緑斑点症状に関連

し、幼果の果梗裂傷が発生している（図１）。果梗に裂傷が発生すると、果実肥大の阻害

や、果実肥大が進むにつれて果梗が折れるなどの問題が生じる。ニセナシサビダニに対し

ては越冬期にマシン油や石灰硫黄合剤を散布すると防除が可能であるが、樹体への影響や

機械・棚資材の腐食が懸念され、散布が難しい。また、これまでにも果梗の裂傷を軽減す

るために他の薬剤防除を検討してきたが、高い防除効果が得られなかった。 

そこで、越冬期の水和硫黄剤散布による果梗裂傷の被害軽減効果を検証する。併せて、

果そう葉の退緑斑点症状軽減効果も明らかにする。 

 

 

 

１．２月下旬に水和硫黄剤（クムラス）300 倍を散布すると、幼果の果梗裂傷および果そ

う葉（春葉）の退緑斑点症状を軽減できる（図２）。 

２．果梗の裂傷および果そう葉（春葉）の退緑斑点症状は４月下旬以降、被害が進行しな

い（図３）。ニセナシサビダニは、硬化した果梗や葉にはほとんど寄生しないため、

４月下旬頃で果梗や果そう葉（果そう内で徒長するものは除く）の被害は止まると考

えられる。 

 以上のことから、２月下旬の水和硫黄剤（クムラス）300 倍の散布により、ニセナシサ

ビダニを防除することで、幼果の果梗裂傷、果そう葉の退緑斑点症状の発生を効率良く軽

減できる。また、果そうに対する防除は２月下旬の１回で十分な効果が得られる。 

 

 

 

１．本試験は、果樹研究所内の露地栽培「あきづき」で実施した。 

２．越冬期にマシン油乳剤や石灰硫黄合剤を散布できない園で本技術を活用する。 

３．ニセナシサビダニは翌春、日中の気温が 18℃を超えるようになると、越冬場所を離

れ、膨らんだ芽の中に侵入し始めるため、防除は発芽前までに実施する。 

４．水和硫黄剤（クムラス）は、春期以降の散布で葉や花弁に薬害が生じるおそれがある

ので、発芽前までの散布とする。なお、ほぼ中性の薬剤であるため、動噴や棚資材な

どは傷めにくい。 

５．越冬期にカイガラムシ類を防除する場合は、クムラス（水和硫黄剤）にアプロード剤

（水和剤またはフロアブル）とアビオン E を混用して散布することで、同時防除が可

能である。 
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